
　

定
時
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
私
か
ら
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
６
月
１
日
に
経
団
連
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
で

ち
ょ
う
ど
１
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
経
済
活
動
の
両
立

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
ま
や
世
界
は
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
い
う
新
た
な
脅
威
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。

　

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
、
な
ら
び
に
一
般
市
民
を
巻
き
添

え
に
す
る
非
人
道
的
な
行
為
は
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

現
下
の
危
機
に
対
し
、
我
が
国
と
し
て
、
自
由
・
民
主
主
義
・
法

定 時
総 会

の
支
配
と
い
っ
た
基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
Ｇ
７
加
盟
国
と
の

結
束
を
一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
係
各
国
と

も
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
世
界
の
分
断
を
回
避
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
活
動
を
行
え
る
の
も
、
国
際
社

会
の
平
和
と
安
定
の
も
と
、
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
経
済
秩
序
が
あ

っ
て
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
経
済
、
外
交
、
安
全
保
障
を
一
体
的
に
捉

え
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

5
月
23
日
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と

の
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
地
域
の
平
和
お
よ
び
安
定
を
維
持
す
る
た

め
の
抑
止
力
の
強
化
に
向
け
て
、
協
力
す
る
こ
と
で
一
致
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
首
脳
会
合
で
は
、
実
践
的
な
協
力
を
積
み
重

会 

長
　

十とくら
倉
雅まさかず
和

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な

資
本
主
義
を
実
践
す
る
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ね
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
重

要
性
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
心
強
く
、
引
き
続
き
、
岸
田
首
相

の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
経
団
連
は
、
こ
れ
ま
で
に
５
本
の
提

言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
政
府
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
加
速
や
、
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
導
入
、
国

際
的
な
人
の
往
来
の
再
開
等
、
多
く
の
要
望
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
感
染
の
波
が
繰
り
返
す
こ
と
を
前
提
に
、
出
口
戦
略
を
策

定
・
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
我
が
国
の
水
際
対
策
が
長
引
け
ば
、

多
く
の
海
外
の
日
本
の
フ
ァ
ン
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
何
よ

り
、
我
が
国
の
未
来
を
担
う
若
い
方
々
に
、
将
来
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
非
常
に
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
規
模
の
流
行
で
あ
る
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
か
ら
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
よ
う
に
、
特
定
の
地
域
内
で
起
き
る
周
期
的
な
感
染
で
あ

る
「
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
へ
の
移
行
に
向
け
て
、
か
じ
を
切
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
経
団
連
は
引
き
続
き
、
科
学
的
、
論
理
的
、
客
観
的
な

観
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
意
見
を
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

同
時
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
経

済
社
会
の
実
現
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
カ
ギ

と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
岸
田
首
相
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
新
し
い

資
本
主
義
」
で
あ
り
、
経
団
連
の
目
指
す
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資

本
主
義
」
で
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
資
本
主
義
は
優
れ
た
制
度
で

あ
り
、
自
由
で
活
発
な
競
争
、
効
率
的
な
資
源
配
分
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
創
出
な
ど
、
我
が
国
の
経
済
活
動
の
大
前
提
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
行
き
過
ぎ
た
株
主
資
本
主
義
や
市
場
原
理
主
義

に
よ
り
、
地
球
環
境
や
生
態
系
の
崩
壊
、
格
差
の
拡
大
・
再
生
産
な
ど
、

様
々
な
社
会
課
題
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
資
本
主

義
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
、
成
長
と
分
配
の
好
循

環
、
地
球
環
境
の
保
全
、
公
正
で
公
平
な
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
の
実
践
に
向
け
て
、
私
は
経
団
連

会
長
就
任
直
後
よ
り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
経
済
社
会
の
変
革
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
Ｇ
Ｘ
）の
課
題
や
道
筋
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
5
月
17
日
に
、
提
言
「
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）に
向
け
て
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
提

言
で
は
、
政
府
に
対
し
、
官
民
の
投
資
を
最
大
限
引
き
出
し
、
産
業

競
争
力
を
維
持
・
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
国
家
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
と
な
る
「
Ｇ
Ｘ
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
策
定
と
実
行
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
実
行
に
よ
り
、
２
０
５
０
年
の
我
が
国
は
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
し
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
０
０
０
兆
円

を
超
え
る
と
試
算
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｘ
は
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
経
済
社
会

に
大
規
模
な
変
革
を
求
め
る
も
の
で
す
。
今
こ
そ
、
国
全
体
で
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
共
有
し
、
Ｇ
Ｘ
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
協
働

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
決
し
て
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
経
団
連
と
し
て
、
Ｇ
Ｘ
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
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り
ま
す
。

　

並
行
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に

も
、
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
経
団
連
は
、Society 5.0 for SD

G
s

の
実
現
を
目
指
し
て
、
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
、
多
様
な
個
人
のW

ell-being

と
、
社
会
全
体
の
最
適

化
を
両
立
さ
せ
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
社
会
全
体
の
仕
組
み
を
デ
ジ
タ
ル
ベ
ー
ス
に
転
換
す

る
に
は
、
こ
の
数
年
間
の
取
り
組
み
が
、
最
大
に
し
て
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
臨
調
と
今
後
も
協
働
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
振
興
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
経
済
を
浮
揚
さ
せ
、
競
争
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
経
団
連
は
２
０
２
２
年
3
月
15
日
、
提
言
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
躍
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
５
年
後
の
２

０
２
７
年
ま
で
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
裾
野
、
起
業
の
数
を
10
倍

に
す
る
と
と
も
に
、
最
も
成
功
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
レ
ベ
ル
も

10
倍
に
高
め
る
と
い
う
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
確
実
な
達

成
に
向
け
て
、
実
現
状
況
を
し
っ
か
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
、
バ
イ
オ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
、

今
後
の
日
本
経
済
の
成
長
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
産
業

の
国
際
競
争
力
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
、
こ
の
た
び
、「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
エ
コ
ノ
ミ
ー
委
員
会
」「
バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
委
員
会
」「
モ

ビ
リ
テ
ィ
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
分
野
へ
の
挑
戦
と
並
行
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
来
し
方
に
も

目
を
向
け
ま
す
。
２
０
０
２
年
５
月
に
経
団
連
、
日
経
連
が
統
合
い

た
し
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
分
野
か
ら
社
会
労
働
分
野
ま
で
、
企
業
活
動
に
か
か
わ

る
広
範
な
問
題
に
取
り
組
む
総
合
経
済
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
て
か
ら
、
今
年
で
20
年
に
な
り
ま
す
。
改
め
て
統
合
の
原
点
に
立

ち
返
り
、「
人
へ
の
投
資
」
や
「
働
き
手
と
の
価
値
協
創
」
と
い
う
視

点
を
大
切
に
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、「
科
学
技
術
立
国
の
実
現
と
産
業
競
争
力
の
強

化
」「
地
方
の
経
済
・
社
会
の
活
性
化
」「
財
政
健
全
化
と
全
世
代
型
社

会
保
障
・
税
制
の
改
革
」
な
ど
、
重
要
政
策
課
題
が
あ
り
ま
す
。
政

府
の
検
討
に
経
団
連
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
の
経
団
連
総
会
に
お
け
る
就
任
挨
拶

に
お
い
て
、
私
は
、
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
１
つ
は
「from

 the social point of view

＝
社
会
性
の
視

座
」、
１
つ
は
「
国
際
協
調
」、
１
つ
は
「
デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ
ー
ン
」
で

あ
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
内

外
の
情
勢
が
激
変
す
る
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

重
要
性
は
、
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
、
高
ま
っ
て

い
る
と
す
ら
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
社
会
の
持
続
的
な
発
展
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本

主
義
の
実
践
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

定 時 総 会
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